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福光町の東部に位置する北山田地区は山田川 と大井川にはさまれた水田

地帯でありますが、東海北陸自動車道関連の発掘調査等で、縄文時代から

近世 までの様々な遺跡が発見され、多くの歴史遺産が埋蔵されていること

がわか りました。                          (
＼

今回の調査は、県営ほ場整備事業 (梅原地区)の実施に伴 う梅原落戸遺

跡の発掘調査です。遺跡の大半は盛土により保存することになりましたが、

用排水路用地及α水田部分の一部について本調査 を実施 しました。

調査の結果、平城宮跡出上の木簡に記載がある川上里にあたるとみられ

る奈良時代の建物群や、室町時代の道路跡が発揮されるなど多くの成果が

ありました。本書は、その調査結果をまとめたものです。出土品とあわせ

て,郷土の歴史の解明や学術研究等に活用 していただければ幸いです。

この調査の実施にあたり、富山県埋蔵文化財センター・福光町シルバー

人材センター・富山県農林水産部・ほ場整備事業梅原地区委員会を始め、

地元住民の方々に多大なご協力を賜 りましたことに対 し、深 く感謝するも

のであ ります。

平成 7年 3月

福光町教育委員会

教育長 吉江 正三
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1 本書は、県営低コス ト化水田農業大区画ほ場整備事業 (梅原地区)に伴う富山県福光町梅原落戸遺跡並びに梅原

胡摩堂遺跡の発掘調査概要である。調査は、平成 6年 6月 13日 から同年10月 28日 までである。梅原落戸遺跡 3か所

の調査面積はあわせて3,450m2、 梅原胡摩堂遺跡の調査対象面積は約130,000m2でぁる。

2 調査は、富山県農林水産部の委託を受け、福光町教育委員会が実施した。地元負担金については、福光町教育委

員会が国庫補助金・県費補助金を受けた。調査にあたっては、富山県埋蔵文化財センターから調査員の派遣を受け

た。

3 調査事務局は福光町教育委員会生涯学習課におき、文化係長鳥越知証が調査事務を担当し、教育次長兼生涯学習

課長飯田滋が総括した。調査担当者は以下のとおりである。

梅原落戸遺跡 (本調査)富 山県埋蔵文化財センター主任久々忠義 。同文化財保護主事境洋子

梅原胡摩堂遺跡 (試掘調査)富 山県埋蔵文化財センター文化財保護主事島田修― 。同河西健二

本書の執筆は、富山県埋蔵文化財センターの協力を得て調査担当者が行なった。執筆分担は各文末に記した。

4 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々の協力・助言があった。記して謝意を表する。

伊藤隆三・井口善三・上野章・往蔵久雄 。越前慶祐・片田良治・片山昌夫・狩野睦 。木本秀樹・佐伯安―・斎藤隆

・寒川旭 。新藤正夫・神保孝造・太鳴勇・中澤喜義・西井龍儀・橋本米次郎・林敏三・前田廣 。前田敏久 。松本透

・溝口博文 。宮田進―・桃野真晃・山本仲正・吉田敏信・吉本俊― (敬称略・五十音順 )

5 本書で使用した方位は真北である。土層の観察には、小出正忠・竹原秀雄編著1967『新版標準土色帖』 日本色研

事業株式会社を用いた。
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I 位置と環境

梅原落戸遺跡は、富山県西砺波郡福光町梅原地内に所在する。福光町は、富山県の西南端に位置し、西には719年

(養老 3年 )に 泰澄大師によって開かれたと伝えられる医王山がそびえ石川県との境をなし、南は大門山が石川県と

東砺波郡上平村との境をなす。この大門山を源として富山県の 7大河川の一つ小矢部川が同町を南北に貫流する。梅

原落戸遺跡は、その支流である大井川と山田川に挟まれた山田川左岸段丘端に位置し標高は67～ 72mである。その周

囲には梅原安丸・梅原出村・梅原胡摩堂・梅原上村・梅原加賀坊 。久戸・田尻の各遺跡が近接している。(第 1。 2図 )

周辺には縄文時代の遺跡である竹林 I・ 竹林H・ うずら山・東殿・徳成遺跡があり、南後方の立野ヶ原台地には旧

石器時代から縄文時代にかけての遺跡群がある。弥生時代のものは、梅原胡摩堂遺跡 6・ 7地区より弥生時代中期の

上器 。石鏃・管玉が出土している。古墳時代のものは、梅原安丸Ⅲ遺跡で竪穴住居跡が 1棟検出されている 〔福光町

教委1991。 1994〕。古代には、福光町の一部が幅波郡川上郷に含まれていたとされている。この川上郷に関しては、平

城宮東院の南東隅付近の坊間大路の西側溝から出土した木簡に「 (表 )越中国利波郡川上里鮒雑」、「 (裏 )謄一斗五

升和銅三年 (710)正月十四日」とあり、川上里 (霊亀元年 (715)に 川上郷に改称)か ら鮒などの干し肉を貢納して

いたことがわかっている。その後11世紀には円宗寺領石黒庄が成立し、当地域はそのうちの山田郷の一部に比定され

る。当遺跡と東で接する梅原胡摩堂遺跡では東海北陸自動車道建設に伴 う発掘調査により12世紀中頃～18世紀の大集

落跡が発見された 〔富文振1994〕 。その後は閑静な農村地帯として続き、大正12年～昭和初期には、ほ場整備が実施

された。このような歴史的経過を経て梅原地区の地形は大きく変化している。 (境 洋子 )

′

♂

第 1図 位置と周辺の遺跡

1.梅原出村Ⅲ遺跡 2.梅原上村遺跡
7.梅原安丸遺跡 8.梅原安丸Ⅱ遺跡

妨遺跡 13.久戸遺跡 14.う ずら山追跡
20,常楽寺跡 21.遊部城跡

3。 梅原落戸遺跡  4。 梅原胡摩堂遺跡  5。 梅原出村 H遺跡 6.田 尻遺跡

9.梅原安丸ⅡI遺跡 10。 梅原安丸Ⅳ遺跡 ■.梅原安丸V遺跡 12.梅原加賀
15.宗守城跡 16.宗守追跡 17.久戸東遺跡 18.仏道寺跡 19.田 中遺跡
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Ⅱ 調査にいたる経過

遺跡の所在す る梅原地区においては、平成元年度 (1989)に 21世紀に向けての大型農業に対応するための「低 コ

ス ト化水田農業大区画ほ場整備事業計画」が策定された。同事業は平成 2～ 9年を事業年度 とし梅原地区93haを対象

とする計画であったが、計画範囲内ではすでに東海北陸自動車道建設に伴い梅原加賀坊遺跡などの存在が知 られてい

たことから周辺への遺跡の広が りが懸念された①これを受けて町教育委員会は、県埋蔵文化財センターより調査員の

派遺を得て平成元年度に計画地内のうち約20haの分布調査 を実施 し、10地区 (内 8地区が新発見 )の散布地を確認す

るにいたった。平成 2年度には国庫補助を受け試掘調査を行いその範囲を確認し、県農地林務部・県教育委員会・地

元土地改良区と遺跡の保護措置の協議 を重ねた。その結果、遺跡群の大半は水田下に保存する計画に変更 し、一部の

面工事・農道建設・用排水路部分については本調査 を実施することとなった。

その後、平成 2年度に残 り73haの分布調査を実施 し12地区 (内 9地区が新発見 )の散布地を確認するとともに、前

年度の試掘調査の結果をうけて本調査を開始 し、現在にいたるまで毎年試掘調査および本調査を実施 してきた。その

結果の概要 とこれまでの調査位置は第 1表および第 2図 に掲げるとお りである。

第 1表 事業計画地内遺跡一覧 (Noは 第 2図 の番号を示す )

(境 洋子 )

No 遺 跡 名 所 属 時 代 立  地 発 見 さ れ た 遺 構 発 見 さ れ た 遺 物 考備

l 梅原安丸 縄文、中世、近世 水田・畑地
掘立柱建物柱穴、穴、溝、竪穴状

遺構、井戸、池状遺構

土師質土器、珠洲焼、穂器、漆器、

五輪塔、石臼、下駄

H 3、 1地区

本調査

2 梅原安九H
縄文 (後期 )、 古代、

中世、近世
水 田

掘立柱建物、同柱穴、溝、井戸、

土器溜まり

縄文土器・石器、須恵器、帥 、

土師質土器、珠洲焼、陶磁器

H 2、 H 3
4地区本調査

3 梅原安丸Ⅲ
縄文 (後期 )、 古墳、

古代、中世、近世
水 田

竪穴住居跡 (古墳)、 掘立柱建物

柱穴、穴、溝、井戸

縄文土器・石器、須恵器、土師器、

土師質土器、珠洲焼、陶磁器

H 2、 H 3
4地区本調査

4 梅原安丸Ⅳ
縄文か、古代、中世、

近世
水田・宅地

掘立柱建物柱穴、穴、溝、竪穴状

遺構、井戸

縄文土器、須恵器、珠洲焼、土師

質土器、陶磁器

H 2
2地区本調査

梅原安丸V
縄文か、古代、中世、

近世
水 田

掘立柱建物、掘立柱建物柱穴、穴

溝、井戸

縄文土器、須恵器、珠洲焼、土師

質土器、陶磁器、由物底板

H 2
1地区本調査

梅原出村H
縄文 (晩期 )、 古代～

中世
水 田 柱穴、穴、溝

縄文土器・石器、須恵器、土師質

土器、珠洲焼、銅貨、銅製キセル

H 4

1地区本調査

7 梅原出村Ⅲ

旧石器、縄文 (前・後

・晩・中期 ?)、 古墳

～中世、近世、近代 ?

水田・宅地
柱穴、穴、竪穴住居跡、溝、井戸

遺物包含層 (縄文・古代 )

縄文土器・石器、須恵器 (墨書土

器)、 土師器、土師質土器、珠洲

焼、越前焼、陶磁器、銅貨

H 4

2地区本調査

縄 文 (前 。中 ・ 後 期 )

古 墳 、 古 代 ～ 中世 、 近

世 、 近 代

水田・宅地 穴、溝、井戸、遺物包含層(縄文 )

縄文上器・石器、須恵器、土師器、

土師質土器、珠洲焼、土師質土器

H 5

3地区本調査

梅原上村

縄文、古代～中世、近

世
水田 。宅地 柱穴、穴、濤、遺物包含層(古代 )

縄 文 土 器・ 石 器 、須 恵器 、土師器 、
珠洲焼、越前焼、 入尾 焼 ?陶磁 器 、
古 銭

H 4
2地区本調査

縄文 (中 ・後期 )、 古

代～中世、近世
水田・宅地 穴、溝

縄文土器・石器、須恵器、土師器、

珠洲焼、越前焼、石臼、陶磁器

H 5
6地区本調査

梅原落戸

縄文 (後・晩期 )、 弥

生、古代、中世、近世 水田・宅地

川、穴、遺物包含層 (縄文 )、 掘

立柱建物 (含倉庫)土坑 (古代 )

掘立柱建物、道、土坑、溝(中 世 )

溝 (近世～近代 )、 柱穴

黒

ヽ
種
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・
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，

ヽ
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、
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縄

土

土
子
質
美

製

陶

H5
2地区本調査

H6
3地区本調査

梅原加賀坊
縄文、古代、中世、近

世

水田・畑地

・宅地

縄文土器、須恵器、土師器、土師

質土器、珠洲焼、磁器

11 梅原胡摩堂

縄文 (後・晩期 )、 弥

生、古墳、古代、中世

近世

水田・畑地

・宅地

穴、遺物包含層 (弥生)、 掘立柱

建物、溝 (古代)、 井戸、溝、穴

(中 世 )、 柱穴、穴

縄文 土 器・ 石 器 、弥 生 土 器 、石 鉱

管玉 、剖 片 (弥生 )、 須 恵器 、土

師 器 、灰 釉 陶器 (古代 )、 土 師 質

土 器 、珠 洲 焼 、越 前 焼 、輸 入 陶磁

器 、祗 石 、石 臼 、石 鍋 、 漆 器 、木

製 品 、骨 片 (中 世 )、 陶磁 器

H5

6地区本調査

H6

2地区本調査
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秘】冽『「ｗ士」

爾 垂籍巣蕃区

Ⅷ 平成元箸卒
発掘調査区

第 2図 遺跡の範囲と発掘調査位置 (S=1/10,000)追 肋番号は第1表に対応

-3-



Ⅲ 調査の概要

1 調査の経過 (第 2・ 7図 )

今回の調査は、平成 4年度の協議に基づ き、田面削平工事並びに用排水路付け替え工事に伴 う本調査である。調査

遺跡は梅原落戸遺跡で、調査地点は 3か所にわかれる。

遺跡は、当該工事に先立つ平成 2年 に行なった分布調査で発見された。平成 5年度及び今年度には試掘調査を行い、

その範囲はこれまで梅原胡摩堂遺跡に含まれていた所を一部合わせて東西約430m南 北845m面 積約279,000∬ となる

(V 試掘調査の概要参照 )。 本調査は、平成 5年度に田面削平工事並びに用・排水工事にかかる 2か所 (1地区・ 2

地区)合わせて1,710∬ の調査 を実施 した。

これまでの調査では、縄文時代後期・晩期、奈良時代、鎌倉～江戸時代の遺物が出上し、それぞれの時期に遺跡が

形成されたことがわかったが、遺構については柱穴 。溝 。上坑が発見されているが、その性格についてはあきらかで

ない。

今回の調査地′ミは、平成 5年度の本調査に続 くので、 3地区 。4地区 。5地区と呼ぶこととした。 3地区は、遺跡

の南端に位置する。田面削平工事にかかる2,450m2を 発掘 した。 4地区・ 5地区は遺跡の北都中央に位置する。 4地区

は排水路付け替え工事にかかる550m2、 5地区は用水路付け替え工事にかかる450m2を 発掘 した。

2 調査方法

調査は、まず重機により耕作土の掘削を行った。その後、地区ごとに基準杭の設置及び調査区割を行った。調査区

割は、調査区の形に応 じておおむね南から北方向にX軸 、西から東方向にY軸 をとり、それぞれ 2mを一区画 として

アラビア数字でその位置を示 した。

包含層の掘削・遺構検出・遺構掘削等は人力で行い、遺構平面図の作成は、ラジヨンヘ リ及びヘ リコプターにより

撮影 した写真か ら図化 した。

3 3地 区の概要

(1)地形と層序 (第 3図 )

3地区は海抜約70.3mで ある。南方 と西方は長川が流れ、地形はその方向へ傾斜 している。試掘調査では東方に埋

没した川跡が発見されており、 3地区は大井川の氾濫原の中の島状の微高地であることがわかる。地表から責色上の

地山面 (遺構確認面)ま での深さは30～ 60Cmで、その間は大きく

4層 に分かれる。さらに調査区北側中央には縄文時代の川跡があ

り、その埋土には他にない1層があり、これを含め5層 に区分す

る。①層は魂代の耕作土、②層は灰黒色土で中世の遺物が含まれ

る。③層は黒色土で奈良時代の遺物が含まれる。④層は黄灰色土

で、縄文時代の川跡の埋上であるが遺物は含まれない。⑤層は黒

色上で縄文時代後期の上器が含まれる。奈良時代の遺構は、④層

・⑤層を地山面としている。

(2)遺構 (第 8～ 11図 、付図1)

縄文時代後期の川跡、奈良時代の掘立柱建物 6・ 土坑 2・ 溝 1

・穴、中世の溝 2、 明治時代以降の溝・土坑などある。

②層 黒褐色土 (中世)

③層 黒色土 (古代)

第 3図  3地区の基本層序
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A.縄文時代の川跡 と上器集中区 (第11図 、図版 8。 4)

川跡は、調査区中央東側から流れ込み、調査区中央で北へ流れを変え北流する。幅は約 7m深さ約50Cmである。川

底近 くから後期前葉の縄文土器が出土した。調査区北側の左岸は地山が礫層で微高地 となっている。その西側・南側

から、微高地をとりまくように縄文土器が出土した。微高地には風倒木痕があ り、そのなかからも縄文土器が出上 し

た。縄文時代の遺構は残っていないが、この微高地上に住居などの遺構があった可能性が高い。後世の削平で失われ

たものであろう。

B.奈良時代

掘立柱建物 (第 2表、第 4・ 8～ 10図 、図版 3・ 4)

S B01～ 06の 6棟があり、調査区全体に広がる。建物の棟方向はほぼ南北にあるが、真北に対 して 3～ 22度の幅で

西へふれている。建物の形態から、 S B01～ 04・ 06は 土間の住居、 S B05は高床倉庫にあたると推定される。

S B01(第 8図上、図版 3)

建物群の中央にある 3間 (6.6m)x2間 (4.7m)の 南北棟建物である。床面積は約31m2で 、 6棟の建物の中で最

も広い。柱間寸法は桁行梁行 とも平均2.2mで あるが、ばらつきが大きい。妻側の中柱にあたるP5。 P6は 外へ飛び

出ている。 P6は棟通 りより西側へ寄っている。また建物中央には、P5に対応するように P28、 P6に対応するよ

うにP29がある。そのようなことから、この建物は南側へ 1間拡張されたか、あるいは間仕切 りがあつたことが想定

される。

柱穴の掘方は30～ 40Cmの 九いもので、深さは20～ 30Cmである。柱は残っていないが、柱穴の上層の違いから柱の大

さは直径16cmほ どであったと推定できる。遺物は、P7か ら鉄イ字が出土した。

S B02(第 9図上、図版 4)

建物群中央にある 2間 (4.3m)× 2聞 (3.9m)の南北棟建物である。床面積は約19m2で ぁる。柱間寸法は梁行 2

mであるが、桁行は 3mと 1.8mで北側の柱間が長い。北妻側の中柱にあたるP4は 外へ飛び出している。

柱穴の掘方は25～ 30Cmの 九いもので、深さは10Cm前後である。柱は残っていないが、柱穴の上層の違いから柱の太

さは10～ 20cmほ どであつたと推定できる。この建物の西側に1.5mの 間隔を置いて S K04が ある。その主軸が建物とほ

ぼ同じで並んでお り、相互に関連のある遺構 とみられる。 S K04の 出土遺物には、煮炊き用の上師器甕・鍋などが多

く、建物に伴 う煮炊き場にあたるものと推定される。遺物は、柱穴から出上しなかった。

S B03(第 8図下、図版 4)

建物群中央にある 2間 (44m)× 2間 (3,4m)の南北棟建物である。床面積は約15m7である。柱間寸法は桁行 2.

2m梁行1.7mである。

柱穴の掘方は30～ 40Cmの 九いもので、深さは10～ 40cmである。地山が西側へ傾斜 しているので西側柱列の残 りが悪

く、北西角の柱穴は検出できなかった。柱は残っていないが、柱穴の上層の違いから柱の太さは16cmほ どであつたと

推定できる。遺物は、P6か ら土師器片が出土 した。

S B04(第 9図下、図版 4)          ‐

建物群中央にある 2間 (4m)× 2間 (2.9m)の 南北棟建物である。床面積は約12∬ で建物のなかで最も狭い。柱

間寸法は桁行2.2mと 1.8m梁行1.5mと 1.4mで ばらつ きが大きい。

柱穴の掘方は30～ 50cmの 九いもので、深さは 5～ 35cmである。柱は残っていないが、柱穴の上層の違いから柱の太

さは径16Cmでやや方形であったか もしれない。

この建物の東側1.5mに 直径約20cmの 3本の柱 (P7'P8。 P9)が 並んでいる。柱間寸法は北側が1.4m南側2

2m深さ 5～ 20cmで不揃いであるが、槻であるかもしれない。遺物は、P5と P6に接するP llか ら土師器甕が出土し
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た。

S B05(第 10図上、図版 1)

建物群の南端にある。西側が明治時代以降の排水路で

破壊されているが、 2間 (44m)× 2間 (3.6m)の南

北棟建物である。建物中央にも柱穴があり総柱構造であ

る。高床倉庫になるものであろう。床面積は約16∬であ

る。柱間寸法は桁行2.2m梁行 2mと 1.6mで ある。

柱穴の掘方は長辺0.9～ lm短辺06～ 0。 9mの方形であ

るが、南側中柱のP6だけは直径0.6mのやや丸 くて小型

の柱穴 となっている。柱穴の深さは30～ 45cmである。柱

は残っていないが、柱穴の上層の違いから柱の太さは直

径25～ 30cnほ どであったと推定できる。

この建物の北西角に S K01がある。この上坑は長軸が

東西にあって建物とはややずれているが、柱穴とは直接

重なっていないことや、出土遺物に炭化米が多く含まれ

ていたことなどから、関連する遺構と考えられる。遺物

は、Pl・ P2・ P5。 P6か ら土師器甕が出土した。

S B06(第 10図下、図版 3)

建物群の北端にある 2間 (3.6m)× 2間 (3.9m)

の南北棟建物である。床面積は約14m2で ある。柱間寸

法は、桁行1.8m梁行1.9mである。梁行が桁行より少し

長いが、南妻側の中柱にあたるP5は外へ飛び出してい

るので、棟は南北であったと考える。柱穴の掘方は20～

30cmの九いもので、深さは 5～ 20cmである。柱は残って

いないが、柱穴の大きさから柱の大さは10～ 15cmほ どで

あったと推定できる。東側桁行の中柱は検出できなかっ

た。遺物は、P3か ら土師器片が出土した。

土坑 (第 8～ 10図、図版 1。 4・ 5)

出上遺物や覆土から古代の上坑とみられるものは、S

K01～ 04である。

S K01(第 10図上、図版 1・ 5)

S B05と 重なってある長辺約 2m短辺約 lm深さ約30

Cmの土坑である。隅丸長方形で壁面の立ち上がりは急で

ある。周囲に径20～ 50cmの柱穴 (P13・ 14・ 16。 30。 31

)が とりまいている。この柱穴についてはS B05に 関連

することも考えられるが柱並びが異なり、土坑に伴うも

のかもしれない。覆土には、中間に焼土・炭の上層を含

む。

X30Y10+

X20Y10+
X20Y20

穴SK0

電劃勿SB05
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遺物は、土師器の甕、須恵器の杯・杯蓋・甕、土製勾玉、炭化米、ヒョウタン・マクワウリその他の種子がある。

土製勾玉は、この土坑と高床倉庫が廃棄された時に、祭祀が行われたことを推測させる。

S K02(第 9図 )

調査区北側西寄 りにある。長辺1.2m短辺0.9m深さ10cmの長円形の上坑である。そのなかには長さ10～ 20cmの 川原

石が 9個入っていた。遺物は土師器片が出土した。

S K03と その周辺の柱穴 (第 8図中央、図版 5)

調査区北側西寄 りにある長辺85cm短辺80cm深さ20cmの 隅丸方形の上坑である。覆土には焼土・炭化物が多く混じっ

ていた。遺物は出土していないが、覆上の感じから奈良時代の上坑と考える。この土坑の周囲には、Pl。 3・ 23～

26の柱穴がある。

Plは S K03の北狽Jに 隣接する径40cmの 穴で、なかから土師器の甕 。内黒土師器蓋が出上した。P3は S K03の北

約 5mの ところにある径約30cmの 穴で、その中から土師器小型甕の底部が出土した。その他の穴から遺物は出土しな

かった。P26は 径45cm深 さ60cmの 穴でS K03の東に隣接する。P23～ 25は 径30cm深 さ20～ 40cmの 柱穴で、 S K03の南

側に東西に並んでいる。その長さは3,9m柱 間寸法は1.95mで ある。この柱ア1は S K03を 囲む棚のようである。このよ

うなことから、 S K03の周辺では奈良時代において、なんらかの施設があったことが推測される。

S K04(第 9図 、図版 4・ 5)

S B02の西側に並ぶ長辺2.7m短辺1.6m深 さ20cmの 上坑である。隅丸長方形で、壁面は残 りが悪いが、壁面の立ち

上が りは急であるらしい。南東隅に白色粘土のかたまりがあった。床面中央北寄 りに径20cm深 さ18cmの柱穴状の穴が

あったが、覆上の色が縄文時代の上層に近いのでこの上坑に伴うものとは考えられない。それ以外に周囲に柱穴は見

あたらない。

遺物は、縄文土器、土師器の鍋 。小型甕、須恵器の杯 。杯蓋、炭化米、マクワウリの種子、クルミ殻、馬のものと

思われる歯、焼けた骨などが出上した。

S D04(第 8図下、図版 3)

S K03を 中心 とする遺構群から、南にのびる幅30～ 60cm深 さ15～ 20cmの 溝である。 S K03付近で行われた作業に伴

う排水溝とみられる。遺物は土師器片が出土した。

C。 中世

中世の遺物は多いが、遺構としては溝 2(S D02・ 07)がある。

S D07

古代の掘立柱建物 S B05の北側にある幅20cm深 さ 5 cmの溝である。溝は東から西にのびて途中でとぎれる。調査区

東方に中世の遺構が多いのかもしれない。遺物は土師質小皿片が出上した。

第2表 古代建物計測表

遺 構 名 桁 行 方 位
柱関数
桁×梁

模
梁×

規
桁

m

(尺 )

柱  間 (m)
平 面 積 棟 方 向

桁 梁

SB01 N-19° 一W 3× 2
6.6× 4.7
(22)

2.2+2.3+2,1 2.2+2.5 31.02コギ 南 北 棟

（
υ N-22° 一W 2× 2

4.8× 3,9
(16)

30+1 8 2.0+1.9 18.72コぱ

03 N-16° 一W 2× 2 4.4X3.4 2.1+1.8 1,7+1.7 14.96幻ド

04 N-11° 一W 2× 2 4.OX2.9 2.2+1.8 1.5+1.4 11.6m2

05 N-15° 一W 2)(2
44× 36
(総柱 )

2.2+2.2 1.6+2.0 15,84m2

06 N-3° 一W 2× 2 3.9× 3.6 1.8+1.8 1.9+1 9 14.04�ぱ
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S D02(付 図 1)

調査区南端西寄 りにある幅1.5m深 さ10Cmの溝である。溝は南から北へ流れる。現代の溝 S D03と 重なりがあり、近世

遺物の混入があるが、遺物は16世紀代の珠洲す り鉢や木製品が出上している。

D その他 (付図 1)

昭和初期に行われたほ場整備前の用排水路 (S D01・ 03)、 土坑 (S K05)、 井戸 (S E01)な ど、明治時代以降の

穴や溝がある。

(3)遺物 (第17～ 22図 、図版13～ 16)

縄文時代後期・晩期、奈良時代、中世のものが整理箱 (長 さ65cm幅 40cm深 さ10Cm、 以下同じ)で約60箱 ある。

A 縄文時代 (第 17・ 18図 、図版13)

縄文土器 。打製石斧・削器がある。

縄文土器 (1～ 19) 1は肥圧 した口縁部に斜めの沈線が巡る深鉢である。胴部は縦縄文 を施す。 2は 口縁部が内湾

する浅鉢である。胴部には磨消縄文がある。磨消縄文は、二本の沈線で作る帯状の区画内に縄文を残す。 3は胴部が

そろばん玉の形をした注口土器である。胴上部に注口とその反対側に把手が付 くものとみられる。把手の周 りを 3条

の弧状沈線が とりまく。 4は 胴部が膨らんだ深鉢である。口縁部を欠 くが外反するものとみられる。頸部 と胴部 4か

所に刻みつけた隆起線がある。隆起線の交点には 8の字状貼り付け文 とみられる隆起体がある。また胴部には縄文地

に 3条を 1単位 とした沈線で、 8の字状の文様や平行線が描いてある。 5は深鉢 とみられる。胴部に平行沈線が巡 り、

それを孤状沈線が上下につないでいる。 6・ 15。 16は 無文の深鉢である。 8・ 9は 口縁部に縄文帯がある深鉢である。

9は羽状縄文である。10～ 13・ 17～ 19は 胴部に縄文のある深鉢である。10'12は 口唇部にも縄文があり、11～ 13の 口

縁部内面には指頭圧痕のような刻みが巡る。 7・ 14は 外面に条痕文とみられる擦痕・砂粒の移動がある深鉢である。

14は 口縁部が外反する。15は 胴部中央で屈曲する深鉢である。屈曲部に細い沈線が巡る。以上の土器は、15・ 20は 後

期後葉 (八 日市新保式・井口第Ⅳ期 )、 6・ 7。 14は 晩期中葉 (中屋式)に あたると考えられるが、その他は後期前

葉 (気屋式)であろう。気屋式の分布は調査区北側に集中している。

気屋式については、米沢義光氏が古段階の I式 と新段階のⅡ式に区分する考えを示している。 I式は三角形連続刺

突文、幾何学的な文様などをおもな特徴 とする段階、気屋H式は堀之内H式が伴 う段階としている 〔米沢1989〕 。近

年福野町安居五百歩遺跡で気屋式の土器群が発掘されたが、調査者である山本正敏氏は、その上器群を気屋 I式 (新

段階の Ib式 )の良好な一括資料として報告している 〔福野町教委1990〕 。当遺跡の上器群は、三角形連続刺突文の

ものがなく、幾何学的な文様ではなく8の字状の文様である。 8字状の貼り付け文は、関東の堀之内H式の特徴 とさ

れる 〔西日1989〕 。そのようなことから、当遺跡の気屋式土器群は、米沢氏のいう気屋 II式の段階にあたると考えら

れる。

石器 (21～ 29)打 製石斧13点、削器 1点がある。打製石斧は砂岩・花南岩・泥岩の石材を用いており、砂岩が多い。

片面あるいは両面に川原石であったときの自然面が残る。形態は基部にくらべ刃部が広い撥形で、23の ように側辺部

の湾曲が強いものがある。基部や刃部を欠くものが多く、側辺部に着柄のためとみられる敲打があるものが多い。刃

部に使用痕 とみられる擦痕や摩減がある。そのようなことから、石斧はこの場所で使われ廃棄されたものと推定され

る。刃部の刃縁は湾曲しており、刃幅は4.5～ 10Cmで一定していない。出上場所は調査区全体にわたるが、X21・ 22Y

19。 20か らは22・ 25な ど4点がまとまって出土した。このあたりでは 6・ 14の 晩期の土器が出土していることから、

その時期であろう。

削器2朗ま鉄肩英のものである。長さ13cmの菱形をしており、石槍のようにみえるが、表面は自然面、裏面は争J離面の

ままである。先端部左イ民J辺に細かな手J離がある。
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‐

B 奈良時代 (第 18。 19。 20。 22図 、図版14～ 16)

須恵器 。土師器・土錘・土製勾玉 。鉄滓 。自然遺物がある。自然遺物は S K01・ 04の覆土を水洗して得た。

S K01(30～ 40・ 152)

須恵器の杯蓋・高台杯・甕41、 土師器の甕・小型甕・鍋か甑の把手55、 土製勾玉、炭化米・ ヒョウタン・マ クワ

ウリの種子がある。杯蓋30～ 32は 口縁端部が三角に尖るものである。高台杯33は 高台が外側へ張 り出す。土師器甕34

。35小型簑37～ 40は 胴部内外面ハケロで、甕の口縁端部は角張るが、月ヽ型甕は丸い。月ヽ型甕の底吉剛よ平底である。土製

勾玉152は 長さ2 8cm、 穴は無 いが ノ字状の形態か ら勾玉 と考える。X16Y18の 包含層か らも長さ4.6cmの 153が出土

した。炭化米は約50粒がある。完全なものを測ると幅 2～ 3.lmm長 さ4～ 5 1mm長 幅比の平均1,73の短粒米である。

S K04(42～ 51)

須恵器の杯蓋・杯・高台杯、土師器の小型甕・甕・鍋、炭化米、マクワウリの種子、クル ミ殻、馬のものと思われ

る歯 (図版16上 )、 焼けた骨がある。杯蓋42は 口縁端部が三角に尖るものである。偏平なつまみがつ く。内面にはつ

の字状のヘラ記号がある。杯43は底部 と体部の境は丸い。杯44は 底部を欠 くが高台杯 とみられる。土師器小型甕45～

48甕 49・ 50は 胴部外面上半 と内面はハケロ、胴部下半はヘラケズリである。小型甕は口縁部が短 く外反し端部は丸い。

甕は口縁部が外反し、端部はやや丸い49と 三角に尖る50がある。小型甕の底部は平底の48と やや九みがかった47があ

る。鍋51は 胴部が丸底で、胴部外面上半 と内面はハケロ胴部外面下半はヘラケズリである。口縁部は強 く外反 し端部

は三角に尖る。炭化米は 2粒が出上 した。詳述できないが、S K01・ 04の須恵器・土師器は、東江上遺跡や長岡杉林

遺跡に類例があり、 8世紀第一四半期 (平城宮 I段階)に あたるものと考える〔上市町教委1982・ 富山市教委1987〕 。

その他の遺構と包含層 (52～ 88)

S B05P 2か ら土師器の小型甕52・ 口縁端部が角張る甕53、 Plか ら土師器甕54・ 内面黒色の土師器杯蓋55、 P3か

ら土師器小型甕56、 S B01P 7か ら鉄滓162、 砥石169が 出土した。包含層からは、須恵器の杯蓋57～ 62・ 杯63～ 66

高台杯67～ 73・ 壷74～ 76・ 甕77。 78、 土師器の高杯79・ 高台杯80・ 甕81・ 82・ 小型甕83～ 86、 接合痕を残す厚手上師器

87・ 88、 土製勾玉153、 土錘154。 155が出土した。杯蓋は口縁端部が短 く立つ57・ 58、 細長 く伸びる60。 61、 角張る

59、 突出しない62がある。杯には底部が湾曲し体部の立ち上がりが急な64、 底部が平坦で体部との境力均 張る66がある。

59・ 62・ 66は 奈良時代後半に下るものであろう。高台杯は高台が外へ張り出す67・ 68・ 70。 71、 下を向く69・ 72・ 73がある。

底部と体部の境が角張る73は 奈良後半に下るものであろう。74は 長頸壺の口縁部、75は その底部である。土師器の高

杯79・ 高台杯80は 内黒土器である。80は平安時代末のものかもしれない。87・ 88は 粘土接浴痕をとどめる厚手の土器で

ある。平底の製塩土器と呼ばれるものに似ている。88は かまどで甕の底を支える土製支脚であろう。88は S K04付近

から出上した。土錘は太さ1,6cmの細長い154と 4 cmの 太い155が ある。祗石169は 現灰岩製で細 く深い研ぎ溝がある。

S B01付近から出土した。鉄津161も そのあたりから出土しており、S B01で鉄器の加工が行われていたことが推測できる。

B 中世 (第 20～ 22図、図版15。 16)

調査区南狽」を中心として、土師質小皿、珠洲、越前、瀬戸美濃、青磁、自磁、瓦器火鉢、瓦器香炉、小柄、銭、土

鈴、木製品などがある。ほとんどが包含層からの出土である。調査区東側に遺構があり、そこから流れ込んだものと推

定される。

土師質小皿は、底部ナデで口縁部が内湾する89～ 91・ 95,97～99(1類 )、 底部ナデで口縁部がやや外反する93・

94(2類 )、 底部ナデで口縁部が大きく外反する100～ 104(4類 )、 底部糸切 りの96がある。 1類は梅原胡摩堂遺跡

A地区に類例があり13世紀、 2類は薮田薬師中世墓に類例があり14。 15世紀、 4類は井口城や弓庄城跡に類例があり

15。 16世紀のものと考える 〔富文振1990,氷見市教委1985。 上市町教委1985・ 井口村教委1990〕 。珠洲はす り鉢・甕

・小型壺があり、す り鉢は口縁部が角張る105～ 108(珠 洲編年第Ш期 。13世紀)、 肥厚する109～ 112(同 第Ⅳ期14世
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紀 )、 肥厚部が内傾 し櫛描 をするものがある113～ m6(同 第V期 15・ 16世紀)がある。珠洲甕はやや角張る117～ 119

(同 第Ⅲ oⅣ 期 )、 丸い120～ 122(同 第V期 )がある。127は 越前甕の底部である。瀬戸美濃は、灰釉碗 128・ 129・

134・ 瓶子 130。 灰釉おろし皿131。 132・ 灰釉香炉 133・ 鉄釉天 目茶碗 135～ 137・ 灰釉皿138がある。139は 黒釉天 目茶

碗の底部であるが、胎土が黒灰色であることから中国製 と思われる。これらは15世紀から16世紀にかけてのものとみ ,

る。青磁は、内面に文様がある碗 140、 外面に蓮華文のある141・ 142・ 145、 その他の碗 143・ 144・ 146・ 148、 口縁部

が外反する皿147・ 149、 香炉150がある。151は 白磁皿である。青磁140は 13世紀、141は 13～ 14世紀、その他は15～ 16

世紀代 とみ る。 156は 土鈴、157は 方形の土製品で穴が通っている。158は瓦器の香炉、159は 瓦器の火鉢である。160

は小柄で銅製の柄、163～ 168は 北宋銭で、景徳元費 2枚、天聖元費 1枚、熙寧元費 1枚、元祐通賣 1枚、政和通費 1

枚がある。木製品は、箸 170、 曲物底板 171・ 172、 栓 または把手 とみられる173がある。

4 4地 区の概要

(1)地形 と層序 (第 5図 )

4地区は南北に細長い調査区である。況況は南端は海抜約69,6

m北端は海抜約67.3mで北へ向かってゆるやかに傾斜 しているが、

調査の結果、かっては調査区を南南東から北北西へ向かう川があ

ったことがわかった。そのため、遺構は北部 と南部で発見され

た。南北に長いため場所により異なるところがあるが、地表から

責色上の地山面までの深さは30～ 100cmで 、その間は大きく6層に

わかれる。①層は現代の耕作土、②層はほ場整備前の耕作土と盛 第5図  4地区の基本層序

土、③層は灰黒色土で江戸時代の堆積と考えられる。④層は黒色上で中世の遺物が含まれる。⑤層は黒色上で古代の

堆積とみられる。⑥層は黒色上で縄文時代の堆積 とみられる。⑤層・⑥層は川の中に堆積しているもので、遺構が発

見される高台では認められない。

(2)遺構 (第12～ 14図、図版 6～ 9)

北部では、中世の掘立柱建物 1・ 道路 1・ 溝 5・ 噴砂 1な どがある。南部では、縄文時代の穴 1、 中世の溝 4・ 土

坑・柱穴などがある。

A 北部の遺構 (第 12・ 13図 )

S D01・ 02003(第 12図、図版 6～ 9)

S D01・ 02は いずれも幅約50cm深 さ10～ 15cmで約40cmの 間隔をおいて北から南へゆるやかに蛇行しながら並走してい

る。 S D03は 幅約40cm深 さ3 Cmで残 りが悪い。 S D01か ら土師質小皿片、 S D02か ら須恵器杯、 S D03か ら高台杯が

出土した。出上遺物から13世紀の遺構と推測される。

S B01(第 12図 、図版 7・ 8)

S B01は 西側の端が不明であるが、南北の柱間間隔が長いことなどから4間 (9.5m)× 4間 (8.8m)の 南北棟

建物 と考える。床面積は約84m2で ぁる。棟方向は真北に対して10度東へふれている。建物の内側にも1間 ごとに柱

があり総柱構造である。柱間寸法は梁行が東から2n。 2.4m。 2.4mで、不明な一間は 2mと 推定される。桁行は南

から2m・ 2.9m。 2.6m・ 2mである。外側の柱間寸法は 2mと 狭い。また外周 りの柱穴が径30～ 40cm深さ約20cmと

浅いのに対し、建物内側の 6本は40～ 50cmと 一回り大きく深さも50～ 70cmと 深い。このようなことから、内側の 2間

×2間は身合、周 りの 1間 は庇部分にあたると推定される。Pl・ 2・ 3の上が棟通 りとなるであろう。建物の南に

P10～ 16か らなる柱穴がある。建物であれば 2間 (2.8m)× 2問 (4.6m)の 東西棟が復元される。庇部分で重なる

厚要コ暉Ittξ耳三二≡三二
②層 盛土及び旧耕土 (明治・大正)

③層 黒褐色土 (近世)

④層 黒色土 (中世)
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が建物の軸は同じであることから、S B01に 付属するものであろう。P3と P6東の柱穴には柱根が残っていた。P

3の柱は残 りが悪いがP6東の柱は長辺10cm短辺 8 cmの針葉樹の角材である。柱穴の上層の観察では一辺15～ 20cmの

柱が使われていたものと推定できる。

遺物はPlか ら須恵器杯・糸切 り痕のある土師器片、P4・ 5。 10～ 12か ら土師質小皿、P10か ら祗石が出土した。

建物の時期は、 S D01・ 02が埋まった後から建てられていること、柱穴の出土土器が13～ 15世紀代であること、包含

層④層上面から16世紀の土器が出土することなどから、14世紀後半から15世紀前半であったと推測する。

噴砂 (第12図 、図版 9)

S B01の北で、東西方向に幅約 l Cmの 黄色砂の吹き出しが認められた。砂は地山面から深さ約30cmの地層に含まれ

ているものである。噴砂は鎌倉時代の溝を割 り、中世の包含層を突き抜け江戸時代の堆積層の下で止まっている。

道路跡 (第 13図 、図版 6,7)

S B01の南方約40mの ところで発見されたが、その北への進路は道の西側が川跡であることから、 S B01の西側を

かすめるように通っていたと思われる。道路は、北東から南西へ緩やかに傾斜するところにある。道の西側は川跡で

あり遺構も認められないことから、生活立地としては適さない湿地であり、道路はその境に設けられたものと考えら

れる。道路面は、地形が高い方で約10Cmほ どの段をなすほど削り幅約 3mの平担面とし、その上に厚さ約15cmの砂を

盛 り上げてある。地形が高い方は幅約30cm深さ約20cm、 低い方で幅約20cm深 さ10～ 20cmの側溝があり、実際の道路面

は2.lm前後であったものと考える。砂の盛土を取 り除 くと削平面には進行方向に直交して幅30～ 50Cm長 さ1.5～ 2

m深 さ5～ 10cmの溝が20cmほ ど間隔をおいて並ぶ。溝の中には路面の盛土と同じ砂が詰まっていた。砂は黄色である

が、道路表面はやや黒 く、溝の中は青 くなっている。溝は調査区北側で認められるが、南端にはない。砂の盛土も南

側では少ないようである。道路面の高さは南から北へ向かって20cmほ ど下がっている。またゆるやかであるが、蛇行

している。側溝 。盛土・路床の溝から出土遺物はなく、道路の作られた時期を直接知る手がか りはないが、道路面の

上を覆う土層から16世紀代の遺物が出土しており、それが道路の上に重なるS D20の関連遺物と考えられることから、

その頃には道路として使われていなかったことがわかる。路床の溝は古代の道路でしばしば認められるものであるが、

道路周辺から古代の遺物は出土していない。 S B01のそばを通ることなどから、14・ 15世紀に使われていたものと推

定する。

B 南部の遺構 (第 14図 、図版 8。 9)

S D10～ 13。 15、 S K01・ 02、 P5。 6な どがある。 S D10は幅約70～ 100Cm深 さ10～ 15cmで南北に伸びる。南イ貝」で

S Dllと 合流するものと思われる。溝底は高低差は少ないが S Dllか ら北へ流れる水路と考えられる。S Dllは 東西幅

約5.8m深 さ3.6mの 大溝である。東側で南にL字に曲がるらしい。堀の一隅にあたるかもしれない。 S D12。 13は そ

の南側に約 lmの 間隔をおいて並走する溝である。いずれも幅約50Cm深 さ5～ 15Cmで ある。この溝の南側に柱穴とみ

られる穴や土坑がある。P5は径30cm深 さ30Cmで、その覆土は径15cmの柱根跡とみられる黒褐色上 をその埋土 とみ

られる責灰色がとりまいていた。しかしそのまわりに対応する柱は見つからず建物を復元できない。 S K01は幅60Cm

長さ1.6mであるが深さ 3 cmで残 りが悪い。遺物は S D12・ 13付近の包含層から13世紀とみられる土師質小皿が出土

しているだけであるが、その頃の屋敷がこのあたりにあったことが推定できる。P6は径約30cm深 さ10Cmの点である。

中から縄文の深鉢底部が出土した。後期 と思われる。この南にも多くの穴があるが、性格は不明である。

(3)遣物 (第 23～ 26図 、図版16～ 18)

縄文時代中期 。後期、奈良時代、中世のものが整理箱で21箱ある。

A 縄文時代 (第 23図、図版16)

縄文土器174～ 180。 打製石斧181～ 184がある。174は 中期中葉 (古府式)の深鉢、175・ 176は後期中葉の浅鉢と注口
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土器か、178は 凹線文があり後期後葉 (井 口式)である。出土は散発的である。

B 奈良時代 (第 23・ 24図 、図版17)

須恵器185～ 206・ 土師器207～ 222が ある。須恵器は杯蓋185～ 187・ 杯188～ 192・ 高台杯193～ 201・ 壷202～ 205・ 横

瓶206がある。土師器は碗207・ 甕208。 211～ 219・ 小型簑209・ 210・ 220。 曽氏221・ 鍋222が ある。須恵器杯蓋は口縁端

部が角張るもの、土師器甕 。鍋は口縁端部が角張るものとやや立つものがあり、その時期は 8世紀後半である。奈良

時代の土器は全体に出土するが、X6～ 34区 に比較的多く、その西側に古代集落が存在する可能性が高い。

C 中世 (第 24～ 26図 、図版17)

S B01と その周辺 (223～ 259)

土師質小皿223～ 250、 珠洲254～ 258、 越前259、 瀬戸美濃251・ 252、 自磁253、 祗石260。 261がある。土師質小皿は、

高台のつ く234。 235・ 238・ 245。 246・ 250(1類 )、 底部ナデで回縁部が内湾ぎみの227・ 230・ 236・ 237。 241～ 243

(2類 )(底部ナデで口縁部が外反ぎみの223・ 226・ 233・ 244(3類 )、 口縁部が大きく外反し端部で少し屈曲する

248。 249(4類 )、 底部糸切 りで碗形の224・ 225。 239。 240(5類 )、 底部糸切 りで外反度の強い228・ 231・ 232・

247(6類 )、 小壺型の229(7類 )がある。 1。 2類は13世紀、 3類は14・ 15世紀、 4類は15・ 16世紀のものと考え

る。 S B01の柱穴から出上した土師質小皿は、4類 を除いてすべてあり、このうち 1・ 2類はP8(236・ 237)、 S

D03(238)な どS B01以前の遺構に伴う土器と考える。珠洲の甕254・ す り鉢258、 白磁碗253も 同様である。珠洲壷

255、 越前のす り鉢259、 瀬戸美濃の灰釉皿251・ 252は 15,16世紀とみる。

道路跡周辺 (262～ 296)

土師質小皿262～ 265。 珠洲のす り鉢266。 267・ 273・ 壺269～ 272、 瀬戸美濃灰釉瓶子274、 土師質すり鉢268、 自磁碗

275、青花 (中 国製染付)276がある。土師質小皿は 2類 (262)、 3類 (263)、 4類 (264・ 265)が ある。珠洲はす り鉢2

66・ 壺269は 13世紀、す り鉢267・ 273は 16世紀、白磁碗275と 青花碗は16世紀とみる。13世紀と16世紀の遺物が多い。

S Dll周辺 (277～ 280)

土師質小皿 (277～ 280)があり2類 (277)、 3類 (278)、 1類 (280)がある。

その他の包含層 (281～ 315)

土師質小皿281～ 297、 瀬戸美濃碗298～ 301、 青磁碗302、 白磁皿303、 珠洲甕304～ 306・ 309。 すり鉢307・ 308・ 311

～314、 越前甕315が ある。瀬戸美濃碗は灰釉の298～ 300、 鉄釉の301が ある。越前甕315は胴部に格子日の押印がある。

5 5地区の概要

(1)地形と層序

5地区は南北に細長い調査区である。現況は南端は海抜約695m北端は約67mで北へ向かってゆるやかに傾斜して

いる。南北に長いため場所により異なるが、地表から黄色土の地山面までの深さは20～ 50cmで、その間は大きく3層

にわかれる。①層は現代の耕作土約20cm、 ②層は黒褐色で江戸時代の堆積と考えられる。③層は黒色上で中世の遺物

が含まれる。③層は 4地区道路跡付近の調査区で残っているが、その他の地区ではほとんど認められない。調査区の

地山面は全体に平坦で川跡などはなかった。

(2)遺構 (第 15。 16図 )

調査区南部と中央西部で、中世の掘立柱建物とみられる柱穴列 2・ 土坑 2・ 溝 5。 道路跡 1が発見された。北側で

は江戸時代末から現代までの穴・井戸・用排水路がある。

南部の遺構 (第 15・ 16図 、図版10・ 11)

柱穴列 2(P5～ 8。 P15～ 17)、 溝 3(S D07・ 15・ 16)、 土坑 2(S K04・ 05)がある。柱穴ア1は、いずれも調査
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区南側にある。P5～ 8は深さも柱間寸法もバラバラであるので建物の柱穴にはならないが、このあたりに柱穴状の

穴がまとまっている。P5～ 8は いずれも径約40cm深 さ20cm前後の穴である。掘立柱建物であるとすると、柱間寸法

は 3mと 31mで、一般的な大きさとくらべ長いから桁行にあたるかもしれない。西側で対応する柱穴を探したがみつ

からないので、東側の道路下にあるのであろう。 S D07は 、幅約50cm深 さ30cmでほぼ東西方向の溝で、北端は浅 くな

ってとぎれる。 S D15は 、P15～ 17の北側にある幅約 3m深 さ約50cmの東西方向の大溝である。S Dl創よP5～ 8の北

側にある幅1.lm深 さ20cmの 東西方向の溝である。 S K04は S D15の北にある一辺約1.3m深 さ約30cmの 方形の土坑で

ある。S K05は P5～ 8の西に一辺約70cm深 さ20cmの 方形土坑である。南側の遺構は S D07。 15・ S K04か ら鎌倉時

代の上師質小皿が出土したことから、その時期につ くられたものとみられる。S D15は 、その南側に柱穴列があるこ

とから、屋敷の北側を画する堀の可能性がある。

中央西側の遺構 (第 16図 、図版10)

道路跡 1、 溝 2(S D03・ 04)がある。道路跡は、4地区の道路跡の南側の延長にあたるところで、つながる道であ

る。道路は幅約 2mに わたって厚さ約 6 cmの砂の盛上があった。側溝や路床の溝はないが、地山は硬 く締まっている。

S D03は 道路跡の東にある幅70cm深 さ20cmの 溝で道路跡と並走するが関連は不明である。S D04は 道路跡の西にある

幅 1～ 1.5m深 さ20Cmの 溝で、 4地区で道路跡の上に重なっているS D20と 同じ溝である。16世紀の遺物が出土した。

(3)遺物 (第 27図、図版18)

縄文時代後期、古墳時代、奈良時代、中世、近世のものが、整理箱で 7箱出土した。

A 縄文時代

縄文土器316～ 320。 打製石斧321がある。316は 口縁部と胴部に 2条の沈線が巡る深鉢、317は楕円圧痕と凹線文があ

る深鉢、319は外面縄文、口縁部内側に楕円圧痕を連続させる深鉢である。いずれも井口遺跡に類例があり、後期後

葉である 〔井口村教委1980〕 。318は 2条の沈続間に縦沈線を連続させる深鉢である。本郷広野新遺跡に類例があり、

後期後葉とみる 〔滑川市1979〕 。320は 縄文の深鉢である。縄文時代の遺物は調査区全体に散在する。

B 古墳時代

土師器碗322が ある。口縁部は内湾、内面は黒色である。内湾器形の碗は、若宮A遺跡や辻坂の上遺跡で類例があり、

5世紀後半のものと考えられる 〔県教委1984〕 。X61Y70か ら出上した。

C 奈良時代

須恵器の杯蓋323・ 324が ある。323の 口縁端部は角張るので、 8世紀後半とみる。調査区北側で出土した。

D 中世 。近世

珠洲の甕335・ 3箭・甕か壺の胴静 V～340。 すり針341、 土師質小皿3弱～334、 羽釜342、 土師質鉢343(4地区出土である。

訂正する)、 青磁碗 344、 白磁碗345、 瀬戸美濃鉄釉天目茶碗346、 越中瀬戸皿347、 唐津皿348、 永楽通費349がある。

珠洲は335,341が珠洲編年第Ⅲ期 (13世紀後半)、 336が珠洲編年第V期 (15世紀)である。341は S D15の所の包含

層から出土した。土師質小皿は、高台のある325。 326(1類 )、 口縁端部が内届する327・ 328・ 331(2類 )、 口縁部

がやや外反する330・ 332・ 333(3類 )、 口縁部が大きく外へ開く329。 334(4類 )がある。 1。 2類は13世紀、3類

は14世紀、 4類は15。 16世紀と考えられる。羽釜342は土師質で内外面に刷毛 目がある。調査区北側の近代の溝S D05

の混入であるが、珠洲335と 一緒に出土しており13世紀のものと推定される。土師質鉢343は 外面にカキロがある。青

磁碗344は蓮華文がある。瀬戸美濃鉄釉天目茶碗346は 、口縁部でくびれる。唐津皿348は 内面に灰色釉がかかり黒色の

文様と胎土目がある。越中瀬戸皿・唐津皿は江戸時代前期 とみられる。

土師質小皿325。 327。 331は S K04か ら、土師質小皿328。 333は S D07か ら出上した。4類は S D04と その付近から

出土した。土師質小皿329・ 永楽通費349は S D04か ら出上した。                  (久 々忠義 )
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Ⅳ まとめ

1 縄文時代中期 。後期・晩期、古墳時代中期、奈良時代、中世の遺物が出土し、縄文時代後期の川跡、奈良時代の

集落跡、中世の用水路・住居跡・道路跡が発見された。 3地区の縄文時代後期の川跡 と4地区の川跡は、遺跡のあ

る一帯が中世 までは大井川が氾濫 していて、川の中に島状の微高地が点在する複雑な地形であったことを物語る。

古代 。中世の住居はそのような微高地上に立地する。

2 3地区では、縄文時代後期前葉 (気屋式)の上器群が出土した。土器群は、口縁部に斜めの沈線を巡らす深鉢、

胴部に 8の字状の文様がある深鉢、帯状の磨消縄文のある内湾する浅鉢、注目土器などからなる。関東の堀之内H

式に併行するとされる気屋Ⅱ式の上器組成を知るうえでよい資料である。

3 3地区では、奈良時代の掘立柱建物群が発見された。また梅原地区では、これまでの調査でも多くの古代遺物が

出上している。平城宮跡出土木簡に記載されている利波郡川上里や「和名抄」に記載がある川上郷は、小矢部川上

流域に推定されているが、梅原地区はその中心地と考えられる。「越中国官倉納穀交替記」によれば、川上村には

不動倉があったことがわかる。梅原地区周辺に存在したことが予想され、その発見が今後の課題である。

4 3地区の掘立柱建物群は、住居と考える側柱建物 5棟 と、高床倉庫と考える総柱建物 1棟がある。側柱建物は床

面積約30m2の 大型と、床面積12～ 18m2の小型があるが、これまでに北陸で発掘された古代建物のなかでは最も小さ

い。土器は、食器である杯・杯蓋が18点 、煮炊き。貯蔵用の甕・鍋が19′ミで、その比率がほぼ同じである (官衛遺

跡では煮炊き用具が少ないといわれる)。 そのようなことから、建物群は一般的な集落であり、建物床面積から居

住人員を推定すると27～ 30人 となる。古代の家族については、戸籍などから郷戸と呼ばれる複数家族の集合体で、その

平均人数は25人 ほどであったといわれており、ほぼそれに合う。大型の建物は戸主の家で、そこでは鉄器が管理さ

れていたらしい。刻ヽ型の建物付近には、煮炊きを行った土坑がある。土坑のなかから、クルミ・マクワウリ・ヒョ

ウタン・炭化米・馬と思われる歯などが出上した。また魚網の重 りである土錘が出土した。これらから、暮らしの

様子をうかがうことができる。高床倉庫は、この家族だけのものであったかどうかわからないが、一般的な集落に

高床倉庫が伴 うことを示している。高床倉庫の下の上坑から土製勾玉が出上した。倉が廃棄された時に祭万Eが行わ

れたらしい。奈良時代の土製勾玉は、東北北部で発見されているが、北陸ではこれが初めてのようである。

5 4地区と5地区で室町時代 (14。 15世紀)と みられる道路跡が発見された。道路は幅約 2mで砂の盛土 をして

いる。道は自然の川縁を蛇行しながらほぼ南北に進む。路床には古代の道路跡に認められる波板状凹凸面と呼ばれ

る溝がある。水はけの悪いところに設けられていることから、ぬかるみを防 ぐための工夫と考えられる。
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V 試掘調査の概要

1 調査対象地 分布調査で確認された梅原加賀坊遺跡・梅原胡摩堂遺跡 (旧称梅原Nαll・ 同12遺跡 :平成 7・ 8年

度工事区域)の推定範囲全体及びその隣接地 もあわせて調査対象地に含めた。ただし、当該ほ場整備事業に同意を得

ていない区域の水田 (主に県道金沢・井波線沿いの段丘上に集中する。)は 、試掘区域か ら除外した。

2 調査期間 平成 6年 9月 19日 ～平成 6年 10月 14日 (実働 17日 間 )

3 調査面積 調査対象面積は約130,000∬ 、発掘面積は約3,440m2でぁる。

4 調査の方法 調査は幅約 lmの試掘 トレンチを109箇所で設定 し、重機および人力によって地表面か ら最終的な

遺構確認面 となる責褐色粘質土ないし青灰色粘土層 (地山)ま で段階的に掘 り下げ、遺構・遺物の有無および遺存状

況を確認した。なお、部分的ではあるが任意に地山下層の深掘 りを行いその状況を確認 した。

5 調査の結果 対象地は、大井川と山田川に挟まれた低位段丘および開析平野部にあたり、標高は67～ 72mを 測る。

その規模に対 して河川の氾濫等の影響は少な く、旧ほ場整備の整地痕 を除けば土層の堆積は全域にわたって安定 した

状況を示 した。

一帯の基本層序は、 1層黒褐色粘質土 (耕作土 )、 2層黒色粘質土 (遺物包含層)と 堆積 し、遺構検出面 となる黄

褐色粘質土 (地山)に至る。ただし、地点によっては 1層耕作土直下に旧ほ場整備時の整地盛上が認められたり、逆

に削平を受けて 1層直下に礫層が露呈する箇所 もあった。また、谷等にあたる箇所では 2層下は低湿帯特有の青灰色

粘土 と化 していた。

遺構 (第28図 、図版19～ 21) 調査区北端の14T～ 16Tや 調査区南側106Tな どごく一部 を除いた広範な区域で確

認 された。そ の大半が古代～中近世に属する掘立柱建物・竪穴状土坑 。土坑・溝状遺構・川跡 と考えられる。 ただ

し、いずれも包含層 。遺構確認面を同じくし、また、その覆土 も様々で各遺構の時期を特定することは困難であった。

特徴的な点としては、27T～ 29T・ 42T～ 45Tでは中世期 と考えられる掘立柱建物・土坑群 を確認するとともに54

T～ 79Tでは旧権現堂川跡 と推定される幅10m前後の川跡を確認した。92T～ 94Tでは地表下約811Cmで 8世紀後半に属

する掘立柱建物・竪穴状土坑 。溝状遺構などが集中する。注目すべ きは、この掘立柱建物が付帯施設 として方形竪穴

土坑を伴っていた点であった。さらに103T～ 109Tでは、遺物包含層 となる 2層 は遺存せず耕作土直下で土台立建物

等の濃密な中近世遺構群 を確認した。 (注 目された遺構群の詳細については後述のとお り。)

遺物 (図版22)遺 構を確認した区域を中心に調査区のほぼ全域にわたって様々な遺物の出上が認められた。その

内容は縄文土器 (後期・晩期 )、 須恵器・土師暴 (古代 :主 に 8世紀後半 )、 灰釉陶器、土師器 (中世 :主 に13～ 15

世紀)珠洲 。越前・瀬戸美濃・青磁・白磁 (中世 )、 越中瀬戸・伊万里ほか近世陶磁器などである。

小結 調査結果か ら対象地のほぼ全域で古代～中近世の遺跡の広が りを捉えることができた。本来、時期・内容を

同じくするこの大規模な遺跡を区分することは極めて困難であり、却って混乱をきたす恐れがある。しか し、昨年度

までの調査成果ならびに遺構群の分布状況や遺物の出土状況・所属時期等を考慮 して敢えて以下の 3遺跡に区分 した。

一方は調査区南側の段丘上を中心に広がる中近世 を主体 とする遺跡であり、これを従来の知見どお り梅原胡摩堂遺跡

に含めた。これに対 して13T・ 21Tラ イン以南から82T・ 106Tラ インまでの広範な一帯を梅原落戸遺跡として捉えた。

これは、今年度同遺跡 3地区の本調査において発見された 8世紀前半の古代川上郷 とも推定される集落跡 と、前述 した

8世紀後半期の遺構・遺物との関連性 を重視 した事由による。さらに、調査区北端の比較的遺構・遺物の希薄な一帯を

梅原加賀坊遺跡に含めた。各遺跡の面積は梅原胡摩堂遺跡が約61,000∬、梅原落戸遺跡が約105,000m2、 梅原加賀坊

遺跡が約18,500m2と なる。数値は、ほ場整備工事区域以外の箇所を含んだ平成 6年度調査区全体における面積 を示 し、

昨年までの調査成果をあわせると梅原落戸遺跡約279,000∬ 、梅原加賀坊遺跡約28,500m2と なる。
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6 検出された遺構について

(1)竪穴状土坑を伴 う古代掘立柱建物

92か ら94ト レンチにかけて 8世紀後半を主体 とする古代遺物・遺構が集中して検出された。掘立柱建物は長軸70

cmか ら100Cmの 方形掘方の柱穴をもつ ものが主体で、 1間から 2間が確認される。この建物で特徴的なのは、柱列の間

もしくは脇に並列する竪穴状土坑が付帯する点である。第 6図の92・ 94ト レンチはその様子 を図示 したもので、この

他にも数例みられる。竪穴状土坑は一辺 2mか ら2.5mで 、一部試掘 したところ10Cm前後の浅いものであること力淮 認

されている。竃や焼土などは確認されず、焼土土坑は別に存在する。なお、掘立柱列は柱間3mか ら3.5mで梁行方向

のものを検出したものと思われる。     デ

県内での同類の検出例はまだ少ない。本書で報告されている梅原落戸遺跡 3地区で 2例ある他に、富山市吉倉B遣跡

でS B57と S K135。 136があるが共伴性については論論がある。いずれも竃・焼土はみられず、規模も2mか ら3mで

竪穴住居的な様相はきわめて薄い。電機能については吉倉B遺跡のS B50に 焼土土坑 S X39が伴うように竪穴外に移

行している可能性が高い。竪穴状土坑と掘立柱建物の並立という点でみると、上市町東江上遺跡 S B24と S K19の例

もある。しかし、この場合は竪穴規模が大きく、掘立柱建物と竪穴状土坑の対等なレベルでの機能分離とみられるの

に対し、今回の事例は掘立柱建物に従属する機能限定された竪穴状土坑という印象を強 くするものである。中世にな

ると富山市南中田D遺跡などでみられるような掘立柱建物内部に取 り込まれる竪穴状土坑が多くみられるが、今回の

竪穴状土坑そのものをみれば、むしろ中世的である。古代竪穴住居規模が縮小化し、竃が消え、機能限定されていく

過程の中で掘立柱建物に取 り込まれていく過渡的な段階例 と評イ面したい。

(2)近世土台立建物

108ト レンチで確認された長さ約10mの上坑について土台立建物痕 と認識した。土坑は10m規模の基礎的掘方 と3

m程の二次的掘方があ り、基礎的なものは汚れた上で埋め戻され、二次的なものは黄褐色シル トで丁寧に埋め戻さ

れる。中央には一辺 lmの方形石組を伴う土坑、西端には直線的な石列がある。時期の確定できる遺物はない。県内

の例では梅原胡摩堂遺跡の S B 6390・ 6665。 7101・ 8680があり、特に方形石組は S B 8680と 同様で囲炉裏跡と推定さ

れる。東側貼 り床は上面が丁寧に整地されてお り、地面が露呈 した空間と想定される。 (河西健二 )

雌 勧

耕作土

整地上

108ト レンチ (土台立建物跡)

第 6図 竪穴状土坑を伴 う古代掘立柱建物 と近世土台立建物 (1:100、 断面の垂直方向のみ 1:20)

笏
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付載

梅原落戸遺跡周辺の古植生

パ リノ・サー ヴェイ株式会社

はじbう に

梅原落戸遺跡 (富 山県西砺波郡福光町に所在)は 、複合扇状地である富山平野の西端部に位置し、小矢部川とその

支流である大井川によって形成された扇状地上に立地する。周辺には、古代・中世の集落の遺跡が多数検出されてお

り、本遺跡はその中心部にあたる。発掘調査では、縄文時代後期、弥生時代、奈良・平安時代、鎌倉時代 、室町時代、

江戸時代の遺構・遺物が確認されている。

本報告では、縄文時代後期前葉から江戸時代の古植生復元を目的として、花粉分析を実施する。本遺跡は古代から

中世の集落跡が中心になるため、特に室町時代の周辺植生の変化に注目する。

1 試料

試料は、梅原落戸遺跡 3地区と4地区の 2ヵ 所の土層断面より採取された土壊は合計 8点である (図 1・ 図 2,表

1)。 3地区は縄文時代後期の河道埋積物、4地区は室町時代に敷設された道路遺構上に埋積した自然埋積層から採取

された。

表 1 分析試料一覧

地

　

区

サンプル

番  号
土 質 時 代

3

地

区

No l 極暗褐色砂質シル ト 縄文時代後期前葉以降奈良時代以前

No 2 黒褐色砂質シル ト 縄文時代後期前葉

No 3 褐色砂混 じリシル ト 縄文時代後期前葉以降奈良時代以前

No 4 黒褐色砂質シル ト 縄文時代後期前葉かやや古い時期

No 5 黒褐色砂混 じリシル ト質粘土 奈良時代前半

４
　
地
　
区

No l 黒褐色砂質シル ト 江戸時代前期

黒色砂質シル ト 室町時代 (16世紀 )

No 4 黒褐色砂質シル ト 室町時代 (16世紀 )
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2 花粉分析の方法

試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重2.2)に よる有機物の分離、フ ッ

化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス処理の順に物理・化学的処理 を施 し、花粉化石 を濃集する。残造をグリ

セ リンで封入してプレパラー トを作製し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 して、出現する全ての種類 (Ta

xa)に ついて同定 。計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉・シダ類胞子は総花粉・胞子数から不明花粉 を除いたものを基数 とし

た百分率で出現率 を算出し、花粉化石組成図として表示する。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種

類間の区別が困難なものである。なお、総数が100イ固休未満のものは、統計的に扱 うと結果が歪曲す る恐れがあるの

で、出現 した種類を十で表示する。

3 結果

結果を表 2。 3、 図 3に示す。地区ごとに花粉化石の産状について述べる。

3地区の花粉化石の産状は、全試料 とも保存状態が悪 く、検出される花粉・シダ類胞子の数 も少ない。保存状態の

やや良かった試料番号 5では、イネ科、スギ属、カヤツ リグサ科などが検出されている。

4地区の花粉化石の産状は、試料番号 1は良好、 2はやや良、 4は不良であった。

全体の構成比は、草本花粉が70%前後 と高率 を占め、そのほとんどがイネ科である。木本花粉では、ブナ属、スギ

属、マツ属が高率に出現 し、コナラ属 ヨナラ亜属、ハンノキ属を伴 う。草本花粉では、イネ科が高率で、カヤツリグ

サ科、ヨモギ属、ア リノ トウグサ属などが検出される。

4 考察

花粉分析の結果より推定される古植生について記す。

縄文時代後期前葉から奈良時代前半にかけては、花粉化石の保存状態が悪いため、当該期の植生を推定するのは難

しい。

室町時代および江戸時代では、ブナやコナラ属 コナラ亜属などを中心 とした冷温帯性の落葉広葉樹林が推定される。

スギ属は、天然林 としてブナと混交 していた可能性 と植林の可能性が考えられる。また、イネ科が多産 し、水田雑草

の種類を含む水生植物を伴 うことから、周辺での稲作が示唆される。

以上の分析結果から推定される植生 と、現在の植生調査結果を比較・検討する。本地域の潜在自然植生は、常緑広

葉林のヒメアオキーウラジロガシ群集で、後背山地は山地夏緑 広葉樹林のチシマザサーブナ軍団である (宮 脇 ,

1985)。 それに対 し、現在の植生は富山平野は山麓から全域が水田で、低山と丘陵地はほとんどがコナラ、アカマツ

の二次林かスギ植林地である (宮脇,1985)。 したがって、中世～江戸時代は、平野部は水田や集落 として開発され、

周辺山地はほぼ現在 と同様の植生であったと考えられる。

また、屋敷林 としてスギを植える慣習は、砺波平野に特徴的な景観である。室町時代から江戸時代にかけて検出さ

れたスギについては、本遺跡周辺の後背山地のみならず、当時の集落の屋敷林 として植栽されたのか もしれない。こ

の′ミは、絵図や文献史料の面から検証できれば、明らかになるかもしれない。

〈引用文献〉

宮脇 昭 (1985)日 本植生誌 中部 .P.585..至 文堂 .
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表2 3地区の花粉分析結果

試料番号 5は X25Y13区の古代相当層のサンプル

-20-



表 3 4地 区の花粉分析結果

種  類 (Taxa)
試 料 番 号

1 2 4

本  花  粉
モ ミ属
ツ ガ属
トウ ヒ属
マ ツ属
コ ウヤ マ キ属
ス ギ属
イ チ イ不半―イ ヌ ガヤ 不半― ヒ ノ キ不斗
ヤ ナ ギ属
ヤ マ モ モ属
サ ワ グル ミ属
クマ シデ 属― ア サ ダ属
カバ ノ キ属
ハ ン ノ キ属
ブ ナ 属
ヨナ ラ属 ヨナ ラ亜 属
コナ ラ属 ア カ ガ シ亜 属
ク リ属 ― シ イ ノ キ属
ニ レ属― ケ ヤ キ属
エ ノ キ属 ― ム ク ノ キ属
ア カ メ ガ シ ワ属
ウル シ属
トチ ノ キ属
ノ ブ ドウ属
ウ コ ギ科
ミズ キ属
ン` ノ`こブ不斗
イ ボ タ ノ キ属
タニ ウ ツ ギ属
ス イ カ ズ ラ属

木
１

６

１

８

２

３

２

１

４

３

２

７

５

１

３６

２

３

７

２

１

１

一

一

一

１

一

一

１

１

４

　

１

　

　

　

　

１

　

３

８

Ｑ

４

７

一

４９

５

５７

３

一

１

一

３

７

７

４８

・０

７

１

５

１

一

一

１

１

２

一

１

１

一

２

一

一

一

５

２

６

一

一

一

一

一

一

一

６

３

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

草 本 花 粉
サ ジ オ モ グ カ属
オ モ グ カ属
ス ブ タ属
イ ネ科
カヤ ツ リグサ 科
ミズ ア オ イ属
サ ナ エ タデ 節― ウナ ギ ツ カ ミ節
タデ属
ソノヾ 属
ア カザ 科
ナ デ シ ヨ科
キ ン ポ ウ ゲ科
タケ ニ グサ 属
ア ブ ラナ 科
トウ ダ イ グサ 科
キ カ シ グサ 属
ア リノ トウ グサ 属
セ リ不斗
オ ミナ エ シ属
ヨモ ギ属
他 の キ ク亜 科
タ ン ポ ポ HE不斗

一

２

５

３５

２２

一

３

１

７

２

２

２

１

５

一

４

２２

２

５

・８

２

５

０

．
．

．
４６．

４４

３

１

１

２

１

一
２

一
３

１

一
３

３

２

４．

６

５

１

一

一

・６

２

一

一

１

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

１

５

一

一

不 明 花 粉 9 3 3

シ グ 類 胞 子
シ ダ類 胞 子 3ユ 84 105

合  計

子
子
胞

粉
粉
粉
胞

。

花
花
花
類
粉

本
本
明
ダ
花

木
草
不

シ
総

271
1145

9
31

1456

３

０

３

４

０

２

８

　

８

９

２

５

　

　

　

８

２

６

３

５

６

２

２

　

０

５
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タ ン ポ ポ 亜 科

他 の キ ク 亜 科

ヨ モ ギ 属

オ ミ ナ エ シ 属

セ リ 科

ア リ ノ ト ウ グ サ 属

キ カ シ グ サ 属

ア ブ ラ ナ 科

タ ケ ニ グ サ 属

キ ン ポ ウ ゲ 科

ナ デ シ コ 科

ア カ ザ 科

ソ バ 属

タ デ 属

サ ナ エ タ デ 節 ― ウ ナ ギ ツ カ ミ 節

ミ ズ ア オ イ 属

カ ヤ ツ リ グ サ 科

イ ネ 科

ス ブ タ 属

オ モ ダ カ 属

サ ジ オ モ ダ カ 属

ツ ツ ジ 科

ミ ズ キ 属

ト チ ノ キ 属

ア カ メ ガ シ ワ 属

エ ノ キ 属 ― ム ク ノ キ 属

ニ レ 属 ― ケ ヤ キ 属

ク リ 属 ― シ イ ノ キ 属

コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 亜 属
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図版 1 花粉化石

1,マ ツ属複維管束亜属 (4地区 1試料番号 1)

3.ブナ属 (4地区 ;試料番号 1)

5.コ ナラ属 コナラ亜属 (4地区 ;試料番号1)

7.カ ヤツリグサ科 (4地区 1試料番号 1)

50μm

2ス ギ属 (4地区 1試料番号1)

4.ハ ンノキ属 (4地区 ;試料番号 1)

6.イ ネ科 (姓 地区 ;試料番号 1)

8.ミ ズアオイ属 (4地区 ;試料番号 1)
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図版 2 花粉化石

醜

9.ノ バ属 (4地区 ;試料番号 1)

11.ヨ モギ属 (4地区 ;試料番号1)

10。 アツノトウグサ属 (4地区 ,試料番号1)
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70.10m A  Pl

70.10m C

70。 10m G

―

70.20m

SD04Aセ ク

69.10m西

〈SB01 P l～ 10〉

①黒色(90%)+黄 褐色(10%)
シルト質埴土(2.5Y2/1+5/4)

②黒色、シルト質埴土(2.5Y2/1)

③黒褐色、シルト質埴土(2.5Y3/1)

④黒色(50%)+黄 褐色(50%)
シルト質埴土(2.5Y2/1+5/4)

⑥黄褐色(9o%)十黒色(lo%)
シルト質埴土(2.5Y5/4+2/1)

⑥黄褐色(50%)+黒 褐色(50%)
シルト質増土(2.5Y5/4+3/1)

〈S Kl13)

P ①黒色、シルト質埴土 (炭化~~ 
物混)(2.5Y2/1)

②黒色、シル ト質埴土 (焼土
・炭化物混)(2.5Y71)

③暗灰責色、シル ト質埴土 (50

%)+にがい責色、砂質埴土

(莉%)(2.5Y72+6/31

東
(S D04A〉

①褐灰色、シルト質埴土 (10Y
R4/1)

②福灰色(50%)+灰黄褐色 (50

%)シルト質埴土(10YR4/1
+5/21

③褐灰色(70%)+灰黄褐色 (30

%)ンルト質壇土 (10YR4/1
+5/2)

※全層炭化物混

(S0048)
①黄灰色、ンルト質壇土(2.5Y4/1)
②黒色、シルト質増土(2.5Y2/1)
③黄福色、砂質壇土(2.5Y5/3)

ヤ

P10 ト

〇
一

69.10m O

70.20m K~｀
ヨ

ン…………………………………

]ilケ

~~「~~~~~――

:二【ξユ:'デ

い

 L

N

1言|と:iζ竜冦「
そ詈互EEξ電皇を喜紫増   忌駐姪寛畳l雹緩約歩≡里Iし

'1聾

竜第 8図  S B01・ 02・ S                      
ョ、  土(10%)(2.5Y4/3

シジレトH埴 Jヒ (5%)(2.5Y4/3+2/1)
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D

P5

F

P3

|―

|こ

P8

P3

S B02・ 04・ S K02・ 04・ 06・ 07・ 08・ S D07遺構図

69.10m tt   SK02                    1ヒ

(SK02)

①黒色、シルト質埴土(2.5Y2/1)

69.10m tt  sK06 ②黄灰色、砂質埴土(2.5Y4/1)

〈SK06)

黒色、シルト質埴土(2.5Y2/1)

68.90m tt sK07 】ヒ

69.20m重

くSK08)
黒色、シルト質壇土(90%)+に ぶい黄色、

砂質埴土(10%)(2.5Y2/1+6/31
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∞.10m上   重

―
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①黒色、シル ト質埴土 (2.5Y2/1)

②～◎は、黒色(2.5Y2/1)と 責褐色(2.5Y5/4)が 混ざり合
うシル ト質増上で、それぞれの割合で次のように区分した

②95:5③90:10④85:15⑤ 70:30⑥ 60:40⑦ 40:60
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第10図  S B05・ 06・ S K04遺構図
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z」玉

噴砂

ωヽ ◎

③
Ｇ ○ ◎
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攣 Pフ

(SB01)

①黒色、シルト質埴土 (2.5Y2/1)

②～③は、黒褐色 (2.5Y2/1)と 黄
橙色 (10YR7/8)が混ざりあうシル

ト質埴土で、それぞれの割合で次の
ように区分した
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③黒色、シルト質埴土 (2.5Y2/1)

(SD02覆土)

lm

||  ||  ||

67,10m A P15        P14 ④ B C P08 D
‐ ‐

・
＼

¬ 奄 ヂ

P10F

第12図  4地区 S B01・ S D01・ 02・ 噴砂遣構図
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図版 1

3地区の遣構(1)

1.遺跡遠景

(上空北から)

2.3地区全景 (南から)

3.SB05。 SK04

(〒騒力】ら)



Ｅ
麟

鶏

図版 2

3地区の遺構 (2)

1.全景 (上空か ら)



図版 3

3地区の遺構 (3)

1.SBol(F百 か ら)

2.SB06(F石 力】ら)

3.縄文土器集中地区

古代穴群 (西から)

落
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森
ｉ

嶺
・一一一・一一一一一



図版 4

3地区の追構(4)

1.SB03・ 04

(F蜀 か ら)

2.SB02・ SK01

(i石 力】ら)

3.縄文時代の川跡

(南力】ら)



図版 5

3地区の遺構 (5)

1.調査風景

2.遺跡近景

(南東か ら)

3.SK04の 土層

(1ヒか ら)

4.SK04近 景

(西 か ら)

5。 SK01の 土層

(南か ら)

6.SK01近 景

(IIと 力】ら)

7.SK03の 上層

(東力うら)

8.縄文時代川跡の

土層 (南か ら)

攣
一

一
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一

オ・一
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図版 6

4地区の追構 (1)

1.4地区遠景 (南から)

勢 想

2.道路跡 (南東か ら)



4地区の遺構(2)

1,SBol・ sD01・ o2

近景 (南か ら)

2.道路跡 (上空か ら)



図版 8

4地区の遺構 (3)

1.SB01(_L空 力aら
)

2.SD10～ 13、 P5。 6

付近 (上空北か ら)

3.SD10～ 13近景

(南力】ら)

4.P6近景 (北か ら)



図版 9

4地区の遣構(4)

1.調査風景

2.SB01 P6ホ主の

出土状況

3.道路跡の土層

4.道路跡 (北西か ら)

5.噴砂

6.ラ ジヨンヘ ノに

よる撮影

7.噴砂の上層

8。 SDll・ 12,13

(ラ種力】ら)



図版 10

5地区の遺構 (1)

1.5地区遠景

(上空南か ら)

2.SK04、 SD15付近

(上空北か ら)

3.SK05、 SD16代けこ

(上空南か ら)

4.道路跡、SD03・ 04イ寸

近 (上空から)



図版 11

5地区の遺構 (2)

1,SD07(南 か ら)

2.SD05・ 08(南か ら)

3.SD07土器出土状況

4.SD08土器出土状況



図版 12

5地区の遺構 (2)

1.X181～ 198Ч95～ 70

付近 (南西上空より)

2.X150Y55～ 70イ寸近

の近代の穴 と溝群

(上空より)

3.SD15の上層

(東か ら)

4.作業風景



図版 13

3地区の遣物(1)

1:3

縄文土器

打製石斧。削器



図版 14

3地区の遺物(2)

1:3

上、須恵器杯

左上、須恵器杯蓋

左下。右、土師器小型甕

土師器甕ほか轡 79      塩   36

51    土師器鍋

左、土製勾玉・土錘

(1:2)
右、炭化米 (1:1)



磯

図版 15

3地区の遺物(3)

1:3

須恵器

珠洲・越前

日磁。青磁、瀬戸美濃

(1:2)

30

1開土師質小皿



図版 16

3地区の遺物い)

左、祗石。鉄津 (1:3)

中、桃の核 (1:1)

右、馬 と思われる歯

(1:1)

左上、小柄 (1:1)

左下、土鈴 (1:1)

右、銭 (111)

木製品 (1:3)

4地区の造物(1)

1:3

Ｌ
■
ア

正

電

驚

Wi 75                         180 打製石斧・縄文上器
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図版 17

4地区の遺物(2)

1:3

須恵器・土師器

珠洲・越前

白磁・青磁・瀬戸美濃

越中瀬戸・青花

(1:2)

篭 1

税 i2
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図版 18

4地区の遣物 (3)

左 。中、土師質刈ヽ皿[

(左 1:3、 中112)

右上、銭 (1:1)5地 区

右下、砥石・鉄津 (1:3)

5地区の遺物

1:3

縄文土器・打製石斧

土師器・須恵器

土師質小皿・羽 口

鉄滓
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事
稗
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1.作業風景

2.遺構検出状況

(柱穴 :4T)

3,遺構検出状況

(柱穴 :9T)

4.遺構検出状況

(噴砂 :24T)

5,遺構検出状況

(掘立柱建物
:27T)

6.遺構検出状況

(土坑 :32T)

7.遺構検出状況

(掘立柱建物

:43T)

8.遺構検出状況

(掘立柱建物

:44T)
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図版20

1.遺構検出状況

(掘立柱建物

:55T)

2.遺構検出状況

(掘立柱建物

:66T)

3.遺構検出状況

(風倒木痕

:74T)

4.遺構検出状況

(土坑 :80T)

5。 遺構検出状況

(柱穴、土坑

:89T)

6.遺構検出状況

(柱穴 :92T)

7.遺構検出状況

(竪穴遺構

:92T)

8.遺構検出状況

(柱穴・土坑
:93T)
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1.遺構検出状況

(柱穴、竪穴遺構

:94T)

2.遺構検出状況

(焼土跡 :99T)

3遺構検出状況

(土坑 :102T)

4.遺構検出状況

(土坑 :103T)

5。 遺構検出状況

(溝、土坑 :104T

6.遺構検出状況

(上坑 :108T)

7.遺構検出状況

(土台立建物

:108T)

8.遺構検出状況

(イ ロリ跡 :108T

二.i註:崚学―盤 曜 程
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試掘調査出土遺物

1:3

1.須恵器・土師器

2.珠洲・越前・瀬戸美濃

青磁。土師質小皿

3。 縄文土器

4.瀬戸。伊万里。唐津。

越中瀬戸
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド 耳ヒ  れ詰 東  経
調査期間

調査面積

m2

調査原因

市町村 遺跡番号

梅原落戸

富山県

福光町梅原

16421 177

度

分

秒

６

　

３

　

０

136度

54ぢ併

10秒

19940613

;

19941028

3,450
県営ほ場

整備事業

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

梅 原落 戸 集 落 縄文時代

奈良・平

安時代

鎌倉・室

町時代

近  世

穴

掘立柱建物 6棟、土

坑、溝、穴

掘立柱建物 1棟、柱

列、道、土坑、溝、

穴、噴砂

土坑、溝、穴

縄文土器・石器、古墳

時代の内黒土器、土師

器、須恵器、中世土師

器、珠洲、越前、瀬戸

・美濃、青磁、自磁、

陶磁器、土製品、鉄津、

馬歯、炭化米、種子、骨

片、木製品、小柄、銅

銭、柱根

砺波地方の南部では初

めて古代集落跡を確認、

幅波郡川上郷 との関連

が想定できる。

中世の道路を確認、排

水のために道路下に長

円形の溝を並行 して設

け、その上に細砂 を敷

き固める。付近には同

時期のものと思われる

掘立柱建物 も検出

県営低コスト化水田農業大区画ほ場整備事業 (梅原地区)

に伴う埋蔵文化財包蔵地の発掘調査報告(0
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